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決
算
の
概
要

　
平
成
28
年
度
決
算
総
額
は
、

前
年
度
よ
り
歳
入
で
６
億
２

９
７
６
万
円
（
３
・
８
％
）

増
加
し
、
１
７
１
億
４
３
２

７
万
円
、
歳
出
で
６
億
２
２

２
６
万
円
（
３
・
９
％
）
増

加
し
、
１
６
４
億
４
０
６
０

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

決 算 を 認 定

　
平
成
29
年
８
月
31
日
か
ら
９
月
28
日
ま
で
９
月

定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計

を
始
め
と
し
て
各
特
別
会
計
の
決
算
認
定
案
が
提

出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全
会
計
と
も
原
案
ど
お

り
認
定
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
決
算
状
況

（
※
金
額
の
表
記
は
、
万
円
未
満
四
捨
五
入
の
た
め
実
数
値
と
差
異
が
生
じ
ま
す
。）

　
一
般
会
計
は
、
前
年
度
よ

り
歳
入
で
４
億
３
５
４
０
万

円
（
４
・
６
％
）
増
加
し
、

歳
出
で
５
億
３
２
４
３
万
円

（
５
・
８
％
）増
加
し
ま
し
た
。

　
普
通
会
計
で
の
歳
入
の
根

幹
を
な
す
地
方
税
は
、
前
年

度
を
５
・
６
％
上
回
り
ま
し

た
。
う
ち
町
民
税
に
お
い
て
、

法
人
税
割
が
１
０
７
・
６
％

増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
９
・

９
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
固
定
資
産
税
は
２
・

１
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

他
に
は
、
地
方
消
費
税
交
付

金
等
各
種
交
付
金
、
繰
入
金

等
が
減
少
し
た
一
方
、
国
庫

支
出
金
、
繰
越
金
、
地
方
交

付
税
等
が
増
加
し
ま
し
た
。

　
歳
出
で
は
、
義
務
的
経
費

諸収入 4.1%
4億1058万円

歳入
99億4819万円

町税
 48.8%
48億
5290万円

町税
 48.8%
48億
5290万円

町債 6.1%
6億670万円

各種交付金
 6.6%

6億5860万円

分担金及び負担金 1.6%
 1億6163万円

地方譲与税 0.9%
8602万円

繰越金 4.1%
4億1017万円

その他 0.8%
7475万円

繰入金 2.4%
2億3701万円

国・県支出金
16.3%

16億2052万円 

国・県支出金
16.3%

16億2052万円 地方交付税 8.3%
8億2931万円

地方交付税 8.3%
8億2931万円

歳出
96億3505万円

議会費 1.4%
1億3490万円

消防費 5.9%
5億6977万円

商工費 1.2%　1億1476万円

労働費 0.1%
632万円

農林水産業費 0.9%　8502万円

公債費 6.1%
5億8812万円

衛生費 8.4%
8億571万円
衛生費 8.4%
8億571万円

土木費 7.9%
7億6384万円

民生費
 39.2%
37億
7944万円

民生費
 39.2%
37億
7944万円

総務費 15.5%
14億9088万円
総務費 15.5%
14億9088万円

教育費 13.4%
12億9629万円
教育費 13.4%
12億9629万円

1492万円の黒字
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財
政
運
営
指
標

　
次
の
各
種
の
指
数
を
算
出

す
る
普
通
会
計
で
は
、
前
年

度
よ
り
歳
入
で
４
億
３
５
７

２
万
円
（
４
・
６
％
）
増
加

し
、
歳
出
で
５
億
３
２
４
４

万
円
（
５
・
８
％
）
増
加
と

な
り
ま
し
た
。

★
経
常
収
支
比
率

　
町
税
な
ど
の
経
常
一
般
財

源
収
入
額
（
臨
時
財
政
対
策

債
を
含
む
）
の
う
ち
、
人
件

費
、
扶
助
費
、
公
債
費
な
ど

の
義
務
的
性
格
の
強
い
経
常

的
経
費
に
充
当
さ
れ
た
割
合

で
あ
り
、
財
政
構
造
の
弾
力

性
を
判
断
す
る
指
標
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
数
値
が
低

い
ほ
ど
行
政
施
策
を
積
極
的

に
実
施
で
き
ま
す
。

★
財
政
力
指
数

　
標
準
的
な
行
政
活
動
に
必

要
な
一
般
財
源
の
額
に
対
す

る
標
準
的
な
町
税
等
の
収
入

と
し
て
見
込
む
額
の
割
合
で

あ
り
、
過
去
３
年
の
平
均
値

で
示
さ
れ
ま
す
。
こ
の
数
値

が
１
に
近
い
ほ
ど
財
政
力
が

強
く
、
１
を
超
え
た
分
は
、

余
裕
的
な
財
源
と
な
り
ま
す
。

★
実
質
収
支
比
率

　
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る

実
質
収
支
額
（
歳
入
と
歳
出

と
の
差
分
）
の
割
合
で
あ
り
、

一
般
的
に
３
〜
５
％
程
度
が

適
正
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

★
実
質
公
債
費
比
率

　
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る

地
方
債
の
元
利
償
還
金
等
の

比
率
で
「
財
政
健
全
化
の
判

断
比
率
」
の
一
つ
。
健
全
化

の
目
安
と
な
る
早
期
健
全
化

基
準
は
25
％
以
上
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

★
地
方
債
（
借
金
）

　
平
成
28
年
度
末
現
在
高
は
、

前
年
度
か
ら
７
６
７
０
万
円

（
１
・
１
％
）
増
加
し
、
72

億
１
３
２
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
内
、
臨
時
財
政
対
策

債
は
、
55
億
４
９
２
５
万
円

で
す
。

★
積
立
金
（
預
金
）

　
財
政
運
営
を
計
画
的
に
進

め
る
た
め
、
年
度
間
の
財
源

変
動
に
備
え
積
み
立
て
る
も

の
で
、
平
成
28
年
度
末
の
現

在
高
は
、
前
年
度
か
ら
２
億

５
１
７
９
万
円（
11
・
７
％
）

増
加
し
て
、
24
億
４
８
５
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

扶
桑
町
の
財
政
状
況

　
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
判

断
す
る
指
標
と
し
て
使
わ
れ

る
経
常
収
支
比
率
は
、
前
年

度
の
91
・
０
％
と
比
較
し
て

０
・
５
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
、

90
・
５
％
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
全
国
町
村
平
均

（
平
成
27
年
度
83
・
７
％
）

と
比
べ
る
と
、
６
・
８
ポ
イ

ン
ト
上
回
っ
て
い
る
た
め
、

注
意
が
必
要
で
す
。

　
歳
入
総
額
に
占
め
る
自
主

財
源
割
合
は
、
61
・
８
％
と

な
り
、
平
成
27
年
度
（
61
・

８
％
）
と
同
水
準
で
し
た
。

　
「
財
政
健
全
化
の
判
断
比

率
」
は
、
特
に
問
題
な
く
、

決
算
の
黒
字
・
赤
字
を
判
断

す
る
「
実
質
収
支
額
」
は
、

３
億
１
４
９
２
万
円
の
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。

財政状況一覧表

区分 28年度 27年度 27年度愛知県
町村平均

経常収支比率（％） 90.5 91.0 83.2
財 政 力 指 数 0.84 0.84 0.88
実質収支比率（％） 4.9 6.2 7.7
実質公債費比率（％） 1.1 1.1 3.4 
※財政力指数及び実質公債費比率は26年度から28年度までの3年間の平均値

（
人
件
費
、扶
助
費
、公
債
費
）

は
、
前
年
度
を
４
・
３
％
上

回
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
普
通
建
設
事
業
費

の
歳
出
総
額
に
占
め
る
割
合

は
７
・
４
％
で
、
前
年
度
を

１
・
５
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
ま

し
た
。平成28年度会計別決算状況（万円未満四捨五入）

会 計 区 分 歳 入 金 額 歳 出 金 額 差 引 金 額 認 定 状 況

一 般 会 計 99億4819万円 96億3505万円 3億1314万円 賛成13反対2

特
　
別
　
会
　
計

土 地 取 得 211万円 0万円 211万円 賛 成 全 員

国民健康保険 39億4824万円 36億7173万円 2億7651万円 賛成13反対2

公共下水道事業 6億8198円 6億7506万円 692万円 賛 成 全 員

介 護 保 険 21億1226万円 20億923万円 1億303万円 賛成13反対2

後期高齢者医療 4億5049万円 4億4954万円 95万円 賛成13反対2

普 通 会 計 99億5030万円 96億3505万円 3億1525万円
※普通会計とは、一般会計と土地取得特別会計の合計から相互の繰入金や繰出金等を除い

た財政統計上統一的に使用される会計です。

平 成 28 年 度
実質収支額は３億



●4ふそう議会だより 第２32号/平成29年12月１日

　
総
務
部
関
係

　
　
公
共
施
設
等
の
総
合
管

理
計
画
で
調
査
し
た
結
果
、

構
造
体
の
結
果
が
良
好
な
た

め
、
目
標
耐
用
年
数
を
70
年

と
し
て
改
修
な
ど
で
長
寿
命

化
す
る
と
あ
る
が
、
一
部
雨

漏
り
等
が
あ
り
、
本
当
に
良

好
な
の
か
。

　
　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
コ
ア
を

役
場
庁
舎
６
ヶ
所
か
ら
採
取

し
、
圧
縮
強
度
試
験
、
中
性

化
試
験
と
も
特
に
問
題
な
い

と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　
産
業
建
設
部
関
係

　
　
資
源
ご
み
集
積
所
の
用

地
確
保
に
つ
い
て
、
将
来
的

に
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　
　
現
状
地
区
で
対
応
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
用
地
の

相
談
も
あ
る
が
、
今
後
も
地

区
で
対
応
を
お
願
い
し
て
い

き
た
い
。

　
　
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調

査
で
小
規
模
事
業
者
が
減
少

問答問答問

　
住
民
の
暮
ら
し
を
い
か
に

守
る
の
か
と
い
う
立
場
で
編

成
、
執
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
住
民
の
暮
ら
し
を
顧
み

な
い
予
算
に
な
っ
て
い
た
と

思
う
。
巡
回
バ
ス
の
検
討
、

子
ど
も
の
貧
困
対
策
、
学
校

給
食
費
、
保
育
料
な
ど
父
母

負
担
の
軽
減
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
利
用
料
減
免
な
ど
、

ほ
と
ん
ど
取
り
組
ん
で
い
な

い
。
正
規
保
育
士
を
増
員
せ

ず
、
臨
時
保
育
士
で
済
ま
せ

る
姿
勢
、
新
ご
み
処
理
施
設

が
住
民
の
十
分
な
理
解
と
納

得
が
な
い
中
、
強
引
に
推
進

さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
中
小

業
者
振
興
条
例
の
制
定
が
求

め
ら
れ
て
い
る
が
具
体
的
な

取
組
み
が
進
ん
で
い
な
い
。

商
品
券
の
発
行
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
、
山
名

保
育
園
０
歳
時
保
育
実
施
の

た
め
の
園
舎
改
修
な
ど
は
評

価
す
る
が
、
全
体
と
し
て
平

成
28
年
度
一
般
会
計
決
算
は

住
民
の
願
い
に
十
分
応
え
て

い
な
い
た
め
、
反
対
す
る
。

傾
向
だ
が
、
対
策
は
。

　
　
具
体
的
に
、
既
存
の
制

度
と
し
て
県
融
資
制
度
の
保

証
料
と
利
子
助
成
、
商
品
券

発
行
事
業
、
環
境
に
や
さ
し

い
住
宅
改
善
促
進
事
業
と
、

今
年
度
か
ら
は
創
業
融
資
の

保
証
料
と
利
子
助
成
、
中
小

企
業
振
興
費
補
助
を
は
じ
め

た
。

　
　
平
成
28
年
度
の
浸
水
防

止
塀
設
置
費
補
助
金
の
実
績

は
０
件
だ
が
、
今
年
度
は
。

　
　
現
在
２
件
の
申
請
が
あ

る
。

　
　

道
路
占
用
に
つ
い
て
、

ガ
ス
等
工
事
後
は
舗
装
が
途

切
れ
途
切
れ
で
痛
む
の
で
全

面
補
修
は
出
来
な
い
の
か
。

　
　
占
用
基
準
に
基
づ
き
指

答問答問答

導
し
て
お
り
、
本
復
旧
は
掘

削
幅
の
＋
30
㎝
で
決
め
ら
れ

て
い
る
。
下
水
道
と
同
時
で

の
工
事
な
ど
の
場
合
は
全
面

復
旧
と
す
る
場
合
も
あ
る
。

　
　
国
道
41
号
線
沿
線
地
区

土
地
利
用
構
想
検
討
業
務
に

つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に

進
め
て
行
く
の
か
。

　
　
本
町
に
お
い
て
国
道
41

号
線
沿
線
の
計
画
的
な
ま
ち

づ
く
り
を
し
て
い
く
方
向
性

は
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

地
元
の
協
力
な
し
で
は
事
業

を
進
め
る
こ
と
が
出
来
な
い

の
で
現
在
、
地
元
と
協
議
を

重
ね
、
ま
た
、
愛
知
県
の
関

係
機
関
と
も
調
整
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問答

反反反反反反反反反反反反反反
対対対対対対対対対対対対対対
討討討討討討討討討討討討討討
論論論論論論論論論論論論

決算の
　　審 議から

公共施設等の総合管理計画で調査
扶桑町役場（昭和42年建設）

総
務
建
設

　
　
常
任
委
員
会

止水板を建物の入り口等に設置すること
で台風や集中豪雨時の侵入水を防ぐ
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決算の
　　審 議から

　

健
康
福
祉
部
関
係

　
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
、
水
耕
栽
培
は
休
止

と
な
っ
て
い
る
が
状
況
は
。

　
　
シ
ル
バ
ー
と
協
議
を
し

て
い
る
が
、
方
向
性
は
決

ま
っ
て
い
な
い
。

　
　
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
利

用
対
象
者
は
虚
弱
な
方
と
あ

る
が
曖
昧
で
は
。

　
　
リ
ス
ク
の
高
い
方
を
対

象
と
し
て
い
る
。
一
人
暮
ら

し
の
80
歳
以
上
全
て
の
方
を

対
象
と
す
る
な
ら
、
利
用
者

負
担
等
の
検
討
も
必
要
。

　
　
ふ
そ
う
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
の
状
況
は
。

　
　
平
成
28
年
度
は
「
ま
い

か
カ
ー
ド
」
を
お
渡
し
で
き

る
方
に
、
景
品
と
し
て
計
量

機
能
付
き
ご
飯
茶
碗
、
ス
プ

レ
ー
式
醤
油
差
し
な
ど
を
用

意
し
、
事
業
を
行
っ
た
。

　
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
に
つ
い
て
、
子
ど
も
に

は
補
助
が
な
い
が
他
市
町
の

状
況
は
。

問答問答問答問

　
平
成
28
年
度
一
般
会
計
実

質
収
支
額
は
３
億
１
，
２
８

１
万
３
千
円
で
あ
り
、
財
政

運
営
は
黒
字
で
、
良
好
と
判

断
で
き
る
。
歳
出
で
は
、
民

生
費
が
37
億
９
，
１
１
１
万

５
千
円
、
構
成
比
39
・
３
％

と
多
く
、
特
に
児
童
発
達
支

援
事
務
費
な
ど
の
扶
助
費
が

昨
年
度
比
８
％
増
加
し
た
。

商
品
券
発
行
事
業
、
環
境
に

や
さ
し
い
住
宅
改
善
促
進
事

業
、
学
校
空
調
工
事
、
保
育

園
施
設
整
備
等
、
高
齢
者
福

祉
、
障
害
者
支
援
等
の
福
祉

分
野
、
商
工
業
、
農
業
に
対

す
る
活
動
支
援
、
災
害
対
策
、

治
水
対
策
、
交
通
防
犯
、
生

活
道
路
の
整
備
、
町
勢
要
覧

「
扶
桑
を
は
ぐ
く
む
」
の
発

行
な
ど
、
税
の
配
分
が
様
々

な
分
野
に
な
さ
れ
た
と
理
解

す
る
。
財
政
調
整
基
金
に
つ

い
て
は
、
不
測
の
事
態
に
備

え
適
正
額
を
設
定
す
る
こ
と

は
肝
要
と
考
え
る
。
い
ず
れ

も
住
民
の
安
心
安
全
な
生
活

確
保
の
た
め
に
重
要
で
適
正

な
執
行
と
認
め
賛
成
す
る
。

　
　
自
治
体
独
自
で
助
成
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

町
と
し
て
は
、
国
の
予
防
接

種
の
定
期
化
を
し
て
い
る
も

の
に
つ
い
て
実
施
し
て
い
る
。

　
　
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

で
事
業
所
の
評
価
方
法
と
し

て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
。

　
　
今
後
は
、
事
業
所
・
役

場
・
学
校
と
の
連
携
を
含
め
、

進
め
て
行
き
た
い
。

　
教
育
委
員
会
関
係

　
　
土
曜
教
室
が
年
間
14
回

実
施
さ
れ
た
が
回
数
、
人
数

を
増
や
す
予
定
は
。

　
　
平
成
29
年
度
は
18
回
実

施
予
定
。
指
導
員
も
必
要
で

あ
り
、
中
学
生
も
含
め
総
合

答問答問答

的
に
考
え
て
い
く
。

　
　
学
校
体
育
施
設
ス
ポ
ー

ツ
開
放
事
業
で
、
利
用
料
金

を
徴
収
す
る
考
え
は
。

　
　
光
熱
費
も
か
か
る
の
で
、

今
後
は
学
校
開
放
運
営
委
員

会
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　
図
書
館
の
新
刊
書
が
例

年
と
比
べ
て
多
い
が
。

　
　
臨
時
的
予
算
で
、
子
育

て
関
連
の
本
、
絵
本
な
ど
図

書
９
８
５
冊
を
購
入
し
、
子

育
て
関
連
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
て
い
る
。

　
　
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
開
放

日
を
増
や
す
考
え
は
。

　
　
ホ
ー
ル
と
展
示
室
の
利

用
の
な
い
日
に
限
る
の
で
、

夏
休
み
だ
け
の
開
放
と
な
る
。

問答問答問答

賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛
成成成成成成成成成成成成成成成成
討討討討討討討討討討討討討討
論論論論論論論論論論論論

まいチャレンジ・いきいき・かがやく
私の未来♪　「まいかカード」

子どもたちが気軽に練習できる
グランドピアノ開放

福
祉
文
教

　
　
常
任
委
員
会
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夏
期
夜
間
飛
行
訓
練
と

は
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
か
。

ま
た
訓
練
時
間
を
少
し
で
も

早
く
切
り
上
げ
て
欲
し
い
と

の
住
民
か
ら
要
望
が
あ
る
が

ど
う
考
え
る
か
。

　
　
夏
期
夜
間
飛
行
訓
練
は

６
月
か
ら
８
月
ま
で
で
あ
る
。

４
市
町
で
組
織
す
る
連
絡
協

議
会
で
、
毎
年
要
望
し
て
い

る
。
今
年
は
扶
桑
町
単
独
で

も
要
望
を
行
っ
た
。

　
　
騒
音
対
策
の
現
状
は
ど

う
か
。
ま
た
騒
音
区
域
や
新

し
い
転
入
者
の
住
宅
対
策
に

つ
い
て
見
直
し
が
で
き
な
い

か
。

　
　
防
音
工
事
等
は
東
海
防

衛
支
局
が
担
当
し
て
お
り
、

町
で
は
把
握
で
き
な
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
は

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
へ
移
行
す
る
自
治
体
が
増

え
て
い
る
と
聞
く
が
、
現
状

は
ど
う
か
。

　
　
県
内
で
は
一
宮
市
、
北

名
古
屋
市
、
江
南
市
の
３
自

治
体
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
に
移
行
し
て
い
る
。

問答問答問答

一
般
会
計
補
正
予
算

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
１

７
０
７
万
円
を
追
加
し
、
総

額
97
億
２
４
０
７
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
内
容

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

［
賛
成
13
人
反
対
２
人

�

で
可
決
］

歳
入（
万
円
未
満
切
り
捨
て
）

個
人
町
民
税

�

５
２
４
６
万
円

　
均
等
割
、
所
得
割
と
も
当

初
見
込
み
よ
り
増
加
と
な
っ

た
た
め
。
個
人
町
民
税
予
算

額
は
19
億
３
２
４
３
万
円
と

な
り
ま
す
。

法
人
町
民
税

�

６
６
７
２
万
円

　
法
人
税
割
が
当
初
見
込
み

よ
り
増
額
と
な
っ
た
た
め
。

法
人
町
民
税
予
算
額
は
４
億

９
５
７
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

普
通
交
付
税

�

１
億
７
３
９
４
万
円

　
基
準
財
政
需
要
額
が
見
込

み
よ
り
も
多
か
っ
た
こ
と
等

に
よ
る
増
額
で
、
普
通
交
付

税
予
算
額
は
７
億
１
７
９
４

万
円
と
な
り
ま
す
。

歳
出
（
万
円
未
満
切
り
捨
て
）

財
政
調
整
基
金
積
立
金

�

４
３
４
０
万
円

　
前
年
度
繰
越
金
が
確
定
し

た
た
め
、
税
収
の
変
動
、
災

害
等
に
備
え
ま
す
。

公
共
施
設
建
設
基
金
積
立
金

�

９
０
０
０
万
円

　
議
員
提
案
に
よ
る
条
例
に

基
づ
く
基
金
で
す
。
図
書
館

の
冷
暖
房
設
備
改
修
等
、
今

後
の
公
共
施
設
建
設
及
び
補

修
等
に
備
え
ま
す
。

尾
張
北
部
環
境
組
合
負
担
金

�

１
１
６
８
万
円

　
構
成
市
町
派
遣
職
員
人
件

費
及
び
環
境
影
響
評
価
等
調

査
業
務
な
ど
委
託
料
の
扶
桑

町
負
担
分
で
す
。

小
渕
江
南
線
沿
線
地
区
対
策

事
業
費

�

５
４
７
万
円

　
生
活
道
路
の
交
通
安
全
対

策
を
充
実
さ
せ
る
た
め
生
活

道
路
交
通
社
会
実
験
計
画
を

作
成
し
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

繰
出
金

�

３
８
９
９
万
円

　
地
下
埋
設
物
移
転
負
担
金

増
等
に
よ
り
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
を

増
額
し
ま
す
。

学
校
教
育
施
設
建
設
基
金
積

立
金

�

１
億
１
０
０
０
万
円

　
学
校
教
育
施
設
の
建
設
及

び
補
修
等
に
備
え
ま
す
。

　
平
成
29
年
９
月
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
や
特
別
会
計
補
正
予
算
、
条
例

の
改
正
、
請
願
や
陳
情
な
ど
28
案
件
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

北名古屋市
児童センターきらり

小牧市
大城児童館

補
正
予
算
の
概
要

条
例
等
の
主
な
内
容
と
結
果

▼�

扶
桑
町
特
別
職
の
職
員
の

給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る

条
例
の
特
例
に
関
す
る
条

例
　
不
適
切
な
事
務
処
理
案

件
等
諸
般
の
事
情
か
ら
、

条
例
を
制
定
し
ま
す
。

�

［
賛
成
全
員
で
可
決
］

▼�

扶
桑
町
個
人
情
報
保
護
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
条
例
を
一
部
改
正

し
ま
す
。

�

［
賛
成
全
員
で
可
決
］

請
願・陳
情
の
結
果

■�

定
数
改
善
計
画
の
早
期
策

定
・
実
施
と
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
及

び
拡
充
を
求
め
る
請
願
書

�
［
賛
成
全
員
で
採
択
］

■�

国
の
私
学
助
成
の
拡
充
に

関
す
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
陳
情
書

�

［
賛
成
全
員
で
採
択
］

■�

愛
知
県
の
私
学
助
成
の
拡

充
に
関
す
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
陳
情
書

�

［
賛
成
全
員
で
採
択
］

■�

私
立
高
校
生
の
父
母
負
担

を
軽
減
し
、
学
費
の
公
私

格
差
を
是
正
す
る
た
め
に

市
町
村
独
自
の
授
業
料
助

成
の
拡
充
を
求
め
る
陳
情

書［
賛
成
２
人
反
対
13
人

�

で
不
採
択
］

※�

採
択
し
た
請
願
・
陳
情
等

に
基
づ
き
可
決
し
た
意
見

書
は
、
18
頁
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
賛
成
全
員
で
同
意

柴　
田　
し　
ず　
さ
ん

（
斎
藤
字
御
堂
在
住
）

千　
田　
ま
ち
子　
さ
ん

（
高
雄
字
犬
堀
在
住
） 　

平
成
29
年
７
月
４
日
に
、

第
１
回
多
機
能
児
童
館
等
建

設
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、

委
員
長
・
副
委
員
長
の
選
任

を
行
い
ま
し
た
。
９
月
ま
で

６
回
開
催
さ
れ
、
建
設
に
向

け
て
の
考
え
方
に
つ
い
て
、

議
論
し
、
先
進
地
へ
の
視
察

を
実
施
し
ま
し
た
。

委
員
長

　
　
丹　
羽　
友　
樹

副
委
員
長

　
　
髙　
木　
義　
道

多
機
能
児
童
館
等
建
設

特
別
委
員
会
を
開
催



●7 平成29年12月１日/ふそう議会だより 第２32号

一般質問

　
　
「
夜
間
飛
行
訓
練
」
に

つ
い
て
の
文
書
が
回
覧
さ
れ

た
が
、
訓
練
内
容
に
変
更
が

あ
っ
た
の
か
。

　
　
新
し
く
転
入
さ
れ
た
住

民
か
ら
聞
か
れ
た
の
で
、
該

当
区
域
の
住
民
へ
お
知
ら
せ

し
た
。
訓
練
内
容
に
変
更
は

な
い
。

　
　
年
間
ど
れ
ほ
ど
の
訓
練

回
数
が
あ
る
の
か
、
こ
の
数

年
の
推
移
は
。

　
　
平
成
26
か
ら
28
年
の
発

着
回
数
は
、
民
間
の
飛
行
機

も
含
み
、
い
ず
れ
の
年
も
ほ

ぼ
一
万
七
千
回
ほ
ど
で
あ
る
。

　
　
夜
間
飛
行
で
発
生
す
る

騒
音
の
守
る
べ
き
基
準
は
。

ま
た
、
騒
音
の
実
態
は
。

　
　
航
空
機
騒
音
に
係
る
生

活
環
境
基
準
で
は
62
デ
シ
ベ

ル
以
上
の
地
域
が
第
１
種
区

域
と
な
っ
て
い
る
。
扶
桑
町

北
部
の
一
部
が
そ
の
区
域
に

該
当
す
る
。
山
名
小
学
校
に

騒
音
測
定
機
器
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
定
期
的
に
測
定
し

て
い
る
。
デ
ー
タ
ー
を
見
る

限
り
、
数
値
は
大
き
く
は

な
っ
て
い
な
い
。

問答問答問答

　
　
夏
期
夜
間
飛
行
訓
練
と

は
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
か
。

ま
た
訓
練
時
間
を
少
し
で
も

早
く
切
り
上
げ
て
欲
し
い
と

の
住
民
か
ら
要
望
が
あ
る
が

ど
う
考
え
る
か
。

　
　
夏
期
夜
間
飛
行
訓
練
は

６
月
か
ら
８
月
ま
で
で
あ
る
。

４
市
町
で
組
織
す
る
連
絡
協

議
会
で
、
毎
年
要
望
し
て
い

る
。
今
年
は
扶
桑
町
単
独
で

も
要
望
を
行
っ
た
。

　
　
騒
音
対
策
の
現
状
は
ど

う
か
。
ま
た
騒
音
区
域
や
新

し
い
転
入
者
の
住
宅
対
策
に

つ
い
て
見
直
し
が
で
き
な
い

か
。

　
　
防
音
工
事
等
は
東
海
防

衛
支
局
が
担
当
し
て
お
り
、

町
で
は
把
握
で
き
な
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
は

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
へ
移
行
す
る
自
治
体
が
増

え
て
い
る
と
聞
く
が
、
現
状

は
ど
う
か
。

　
　
県
内
で
は
一
宮
市
、
北

名
古
屋
市
、
江
南
市
の
３
自

治
体
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
に
移
行
し
て
い
る
。

問答問答問答

学
校
数
と
し
て
は
79
校
で
あ

る
。

　
　
現
在
の
学
校
評
議
員
制

度
と
比
べ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
制
度
の
利
点
や
課

題
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　
　
利
点
と
し
て
は
、
学
校

と
地
域
と
の
協
働
・
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
な
ど
活
性
化
し
、

当
事
者
意
識
が
高
ま
り
、
地

域
住
民
の
参
画
が
促
さ
れ
る
。

課
題
と
し
て
は
、
担
当
者
の

負
担
が
増
え
る
、
人
材
確
保

な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
へ
移
行
し
た
場
合
、
予
算

的
に
ど
れ
ほ
ど
必
要
か
。
ま

た
国
や
県
か
ら
の
補
助
制
度

問答問

は
あ
る
か
。

　
　
運
営
委
員
へ
の
謝
金
や
、

事
務
関
係
の
消
耗
品
費
な
ど

の
予
算
が
要
る
。
１
校
当
た

り
23
万
６
千
円
ほ
ど
は
必
要

と
考
え
る
。
国
か
ら
は
補
助

対
象
経
費
の
三
分
の
一
が
補

助
さ
れ
る
。
県
か
ら
の
補
助

制
度
は
な
い
。

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
へ
移
行
し
た
場
合
、
運
営

委
員
や
学
校
へ
の
負
担
が
増

え
る
こ
と
は
な
い
か
。

　
　
事
務
的
業
務
な
ど
担
当

職
員
の
負
担
は
増
え
る
。
先

進
市
町
を
参
考
に
し
て
今
後

研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

答問答

桑政クラブ

小室輝義　議員

住民の要望は東海防衛支局へ
要望していく

答

岐阜基地の夜間飛行訓練を
問う
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一般質問

　
　
近
年
の
水
害
被
害
は
ど

う
か
。

　
　
市
街
化
と
と
も
に
田
畑

が
減
少
し
、
こ
れ
ま
で
は
地

下
に
浸
透
し
て
い
た
も
の
が

大
雨
が
降
る
と
短
時
間
に
用

水
な
ど
低
い
所
に
流
れ
こ
み

内
水
氾
濫
が
起
こ
り
や
す
い

傾
向
が
あ
る
。
平
成
23
年
８

月
23
日
の
水
害
は
時
間
85
ミ

リ
、
平
成
25
年
８
月
５
日
の

水
害
は
時
間
96
㎜
、
総
雨
量

２
０
６
㎜
の
雨
が
降
っ
た
。

問答

　
　
今
年
度
の
水
害
被
害
は

ど
う
か
。

　
　
７
月
14
日
は
床
上
浸
水

８
件
、
床
下
浸
水
52
件
、
通

行
止
道
路
冠
水
５
箇
所
。
８

月
18
日
は
床
上
浸
水
７
件
、

床
下
浸
水
59
件
、
通
行
止
道

路
冠
水
５
箇
所
で
あ
る
。
被

害
場
所
も
斉
藤
東
、
伊
勢
帰
、

高
木
東
、
平
塚
地
区
に
お
け

る
青
木
川
周
辺
、
東
川
南
、

南
定
松
地
区
に
お
け
る
巾
下

用
排
水
路
、
北
新
田
に
お
け

問答

る
村
田
排
水
路
、
竪
井
堀
排

水
路
で
あ
る
。
近
隣
市
町
に

比
べ
、
扶
桑
町
は
件
数
が
多

い
。

　
　
集
中
豪
雨
に
お
け
る
問

い
合
わ
せ
は
。

　
　
降
雨
中
に
は
土
の
う
運

搬
依
頼
、
浸
水
被
害
の
連
絡
、

通
行
規
制
の
依
頼
、
水
中
ポ

ン
プ
に
よ
る
排
水
依
頼
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
浸
水
後
は

消
毒
や
汲
み
取
り
の
依
頼
、

家
財
回
収
の
依
頼
、
マ
ス
コ

ミ
に
よ
る
被
害
状
況
の
聞
き

取
り
な
ど
７
月
14
日
は
64
件
、

８
月
18
日
は
74
件
あ
っ
た
。

　
　
平
常
時
、
緊
急
時
に
で

き
る
こ
と
は
。

　
　
平
常
時
で
は
、
事
前
の

土
の
う
配
布
や
地
域
の
公
民

館
な
ど
へ
の
確
保
、
補
助
金

を
利
用
し
た
浸
水
防
止
塀
の

設
置
な
ど
が
あ
る
。
緊
急
時

は
各
地
区
か
ら
の
冠
水
箇
所

や
状
況
の
連
絡
を
受
け
、
通

行
止
め
の
処
置
な
ど
迅
速
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
水
害
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の

活
用
と
見
直
し
は
。

　
　

扶
桑
町
水
害
ガ
イ
ド

問答問答問答

ブ
ッ
ク
は
、
平
成
22
年
に
木

曽
川
浸
水
想
定
区
域
の
見
直

し
に
よ
り
平
成
23
年
３
月
に

発
行
さ
れ
た
。
垂
直
避
難
の

記
載
な
ど
避
難
情
報
発
令
に

活
用
。
昨
年
の
12
月
に
は
、

想
定
最
大
規
模
の
降
雨
を
対

象
と
し
た
木
曽
川
水
系
洪
水

浸
水
想
定
区
域
の
公
表
も
あ

り
、
避
難
準
備
情
報
か
ら
避

難
準
備
、
高
齢
者
等
避
難
開

始
へ
と
名
称
変
更
も
あ
り
、

こ
れ
ら
の
見
直
し
を
反
映
し

た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直

し
が
必
要
と
考
え
る
。

　
　
災
害
に
強
い
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
に
お
い
て
今
後
の

課
題
は
。

　
　
自
助
、
共
助
、
公
助
そ

れ
ぞ
れ
が
役
割
を
果
た
す
こ

と
。
事
あ
る
ご
と
に
Ｐ
Ｒ
に

努
め
、
住
民
の
方
と
と
も
に
、

役
割
に
つ
い
て
理
解
が
深
め

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
。
今
年
度
は
、
防
災
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座
を
予
定
し
、

多
く
の
方
に
ご
参
加
を
お
願

い
し
、
町
全
体
で
防
災
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問答

　
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
目
的
は
、

情
報
端
末
を
教
師
と
生
徒
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
活
用
し
、
教
育
の
質
を
高

め
る
こ
と
で
あ
る
が
、
本
町

に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
指

導
の
重
点
は
、
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

　
　

小
学
校
で
は
、「
情
報

を
使
い
こ
な
す
力
」
を
つ
け

る
た
め
の
学
習
、
中
学
校
で

は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
な

ど
主
体
的
、
積
極
的
に
活
用

す
る
学
習
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
現
状
に
お
い
て
、
児
童

生
徒
や
教
職
員
の
評
価
は
。

問答問

桑政クラブ

澤田憲宏　議員

事前の備えや状況確認など迅速な
対応に努める

答

水害への平常時、緊急時の対応は

７月14日の大雨で冠水した道路（高雄北新田地区）
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一般質問

　
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
目
的
は
、

情
報
端
末
を
教
師
と
生
徒
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
活
用
し
、
教
育
の
質
を
高

め
る
こ
と
で
あ
る
が
、
本
町

に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
指

導
の
重
点
は
、
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

　
　

小
学
校
で
は
、「
情
報

を
使
い
こ
な
す
力
」
を
つ
け

る
た
め
の
学
習
、
中
学
校
で

は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
な

ど
主
体
的
、
積
極
的
に
活
用

す
る
学
習
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
現
状
に
お
い
て
、
児
童

生
徒
や
教
職
員
の
評
価
は
。

問答問

　
　
児
童
生
徒
か
ら
は
「
わ

か
り
や
す
い
、
楽
し
い
」
と

い
う
感
想
と
、
教
職
員
か
ら

も
、
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
デ
ー
タ
の
一
元
管
理
は
、

負
担
軽
減
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　
　
支
援
を
必
要
と
す
る
子

へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
は
。

　
　
発
達
障
が
い
の
あ
る
児

童
生
徒
に
は
視
覚
か
ら
得
ら

れ
る
情
報
と
し
て
の
教
材
提

示
は
有
効
で
あ
る
。
ま
た
、

本
年
度
、
扶
桑
東
小
学
校
に
、

「
弱
視
学
級
」
が
開
設
さ
れ

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
、

答問答

教
材
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

　
　
次
期
学
習
指
導
要
領
で
、

２
０
２
０
年
ま
で
の
小
学
校

「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
の

必
修
化
」
が
示
さ
れ
た
。
本

町
の
取
り
組
み
は
。

　
　
山
名
小
学
校
で
「
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
」
の
先
行

実
践
を
行
っ
て
い
る
。
成
果
、

指
導
上
の
課
題
を
明
ら
か
に

し
、
他
校
へ
も
広
げ
て
い
く
。

　
　
本
町
で
は
、
来
年
度
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
リ
ー
ス
入
替

え
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
今

後
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
総
合
的

に
考
慮
し
て
、
機
器
や
予
算

の
検
討
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
委

員
会
及
び
整
備
部
会
を
立
ち

上
げ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
等

の
新
た
な
課
題
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
。

　
　
教
職
員
の
指
導
力
向
上

の
方
策
は
。

　
　
国
や
県
等
に
よ
る
研
修

会
へ
の
参
加
や
、
機
器
入
れ

替
え
の
際
に
は
、
全
教
職
員

を
対
象
に
「
導
入
研
修
」
を

実
施
す
る
。

　
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
導
入

問答問答問答問

や
養
成
の
考
え
は
。

　
　
現
在
、
全
校
で
サ
ポ
ー

ト
業
者
の
ス
タ
ッ
フ
派
遣
に

よ
る
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
」

を
実
施
し
て
お
り
、
町
と
し

て
支
援
員
の
導
入
や
養
成
の

計
画
は
な
い
。

職
員
の
人
材
育
成
は

　
　
本
町
で
７
月
に
実
施
さ

れ
た
国
家
公
務
員
総
合
職
の

「
地
方
自
治
体
実
地
体
験
」

か
ら
感
じ
た
こ
と
は
。

　
　
地
方
自
治
体
の
実
務
を

体
験
す
る
こ
と
で
、
国
民
全

体
の
奉
仕
者
と
し
て
の
幅
広

い
視
野
を
養
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
研
修
で
あ
る
。
本
町

職
員
に
と
っ
て
も
、
豊
富
な

知
識
、
ス
キ
ル
を
持
っ
た
国

家
公
務
員
と
直
に
交
流
す
る

こ
と
は
大
変
貴
重
で
職
員
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ

た
。
ま
た
、
今
回
の
受
け
入

れ
を
通
じ
て
研
修
員
と
の
将

来
に
わ
た
る
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
で
き
た
こ
と

は
大
き
な
成
果
と
感
じ
て
い

る
。

答問答

桑政クラブ

大河原光雄　議員

山名小学校で先行的に実施している答

小学校プログラミング学習必修化
に向けた本町の取り組みは

コンピュータでプログラミングに挑戦！
（山名小学校６年生）
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一般質問

防
災
・
減
災
対
策

　
　
浸
水
防
止
塀
設
置
補
助

金
制
度
が
使
え
る
対
象
地
区

は
、
浸
水
の
お
そ
れ
の
あ
る

地
域
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
条
件
を
外
し
町
内
全
域

で
使
え
る
よ
う
に
で
き
な
い

か
。

　
　
近
年
の
降
り
方
で
、
今

ま
で
に
な
い
と
こ
ろ
が
浸
水

し
て
い
る
の
で
、
内
水
等
、

浸
水
し
や
す
い
と
こ
ろ
は
適

用
し
て
い
く
。

　
　
床
上
浸
水
に
遭
わ
れ
た

方
に
災
害
御
見
舞
金
が
支
給

さ
れ
る
が
、
支
給
条
件
と
し

て
住
家
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

倉
庫
や
作
業
所
も
対
象
に
な

ら
な
い
か
。

　
　
研
究
す
る
。

　
　
今
後
の
対
策
、
調
節
池

等
の
計
画
は
あ
る
か
。

　
　
青
木
川
改
修
事
業
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
県
へ
強

く
要
望
し
て
い
く
。
高
雄
南

公
園
の
地
下
空
間
を
活
用
し

た
雨
水
貯
留
施
設
の
設
計
を

計
画
し
て
い
る
。
今
後
も
冠

水
す
る
よ
う
な
箇
所
の
対
策

を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問答問答問答

　
　
地
域
防
災
計
画
の
中
に

は
、
業
務
継
続
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

計
画
重
要
要
素
の
６
項
目
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
、
業
務
継

続
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
計
画
は
い
つ

ま
で
に
策
定
す
る
か
。

　
　
来
年
度
中
に
策
定
を
す

る
。

　
　
液
体
ミ
ル
ク
を
備
蓄
で

き
な
い
か
。

　
　
今
年
度
の
予
算
内
で
粉

ミ
ル
ク
・
液
体
ミ
ル
ク
を
備

蓄
し
て
い
く
。

問答問答

　
　
災
害
時
対
応
型
自
販
機

設
置
が
で
き
な
い
か
。

　
　
近
隣
の
事
例
を
参
考
に

研
究
す
る
。

障
害
児
者
支
援

　
　
相
談
支
援
事
業
は
正
職

１
名
、
嘱
託
職
員
2
名
の
３

名
体
制
で
行
っ
て
い
る
が
、

一
般
的
な
相
談
か
ら
専
門
的

な
相
談
ま
で
、
多
岐
に
わ

た
っ
て
相
談
件
数
も
増
え
て

い
る
。
近
隣
を
見
て
も
、
よ

問答問

り
専
門
的
な
相
談
は
委
託
を

し
て
い
る
が
、
扶
桑
町
で
も

委
託
は
考
え
て
い
な
い
か
。

　
　
専
門
性
・
就
労
及
び
療

育
に
特
化
し
た
相
談
内
容
に

つ
い
て
は
、
特
定
相
談
支
援

事
業
所
に
「
つ
な
ぐ
」
こ
と

の
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
検
討
し
て
い
く
。

　
　
今
年
度
ま
で
に
地
域
生

活
支
援
拠
点
整
備
を
し
て
い

く
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
扶
桑
町
に
お
け
る
ニ
ー

ズ
、
既
存
の
サ
ー
ビ
ス
の
整

備
状
況
な
ど
勘
案
す
る
と
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
を
活

用
し
た
、
各
々
の
既
存
の
社

会
資
源
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
活

用
し
て
い
く
面
的
整
備
型
を

目
指
す
こ
と
に
な
る
。
す
べ

て
を
一
時
期
に
整
備
す
る
こ

と
は
難
し
い
と
考
え
る
の
で
、

ま
ず
は
、
就
労
支
援
等
専
門

的
な
相
談
が
出
来
る
た
め
の

窓
口
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

答問答

公明党

佐藤智恵子　議員

青木川・各用排水路の改修等を進める答

ゲリラ豪雨に対する今後の対策は

青木川改修工事の様子
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一般質問

　
　
全
国
で
は
、
不
登
校
児

童
生
徒
の
増
加
傾
向
に
あ
る

が
町
内
の
実
態
と
要
因
や
背

景
は
。

　
　
過
去
５
年
間
は
増
加
傾

向
に
あ
り
昨
年
度
は
、
小
学

校
12
名
、
中
学
校
36
名
計
48

名
、
要
因
は
学
校
生
活
や
家

庭
生
活
や
集
団
へ
の
不
適
応

等
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

　
　
学
校
の
取
り
組
み
は
。

　
　
家
庭
訪
問
や
電
話
連
絡
、

別
室
登
校
や
夜
間
登
校
等
で

学
習
支
援
し
て
い
る
。

　
　
学
校
以
外
の
連
携
は
。

　
　
適
応
指
導
教
室
へ
は
現

在
９
名
通
室
し
て
そ
の
他
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
配
置
で
相
談
等
き
め

問答問答問答

細
か
い
対
応
を
し
て
い
る
。

　
　
適
応
指
導
教
室
の
指
導

体
制
と
施
設
整
備
充
実
は
。

　
　
本
年
度
パ
ソ
コ
ン
配
置

し
調
べ
学
習
に
活
用
。
指
導

体
制
は
指
導
員
以
外
に
英
語

数
学
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

教
師
の
体
制
で
あ
る
。

　
　
法
改
正
で
「
義
務
教
育

課
程
に
お
け
る
学
校
以
外
の

学
習
機
会
の
確
保
」
が
責
務

と
な
っ
た
。
施
設
整
備
も
学

供
の
１
室
で
適
切
な
環
境
と

い
え
る
か
。
英
語
・
数
学
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
先
生
の

継
続
性
や
保
障
が
必
要
で
は
。

　
　
で
き
れ
ば
適
切
な
施
設

が
望
ま
し
い
。
大
切
な
学
習

支
援
で
あ
り
、
貴
重
な
意
見

問答問答

と
し
て
受
け
止
め
る
。

　
　
多
様
で
適
切
な
教
育
機

会
の
確
保
で
、
家
庭
に
い
る

学
習
支
援
や
図
書
館
活
用
な

ど
、
ど
う
進
め
る
か
。

　
　
30
年
度
の
情
報
機
器
更

新
に
向
け
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
し
た

学
習
支
援
な
ど
研
究
す
る
。

図
書
館
職
員
と
も
連
携
し
、

学
校
に
行
け
な
い
時
な
ど
安

心
で
き
る
居
場
所
の
活
用
を

検
討
す
る
。

　
　
法
制
定
で
自
治
体
の
責

務
は
。

　
　
施
策
の
策
定
と
実
施
す

る
責
務
が
あ
り
不
登
校
児
童

生
徒
の
教
育
機
会
の
確
保
は
、

将
来
自
立
で
き
る
社
会
人
へ

と
成
長
す
る
支
援
で
あ
り
多

角
的
に
進
め
て
い
く
。

空
き
家
適
正
管
理
の
推
進

　
　
昨
年
度
の
空
き
家
実
態

調
査
の
結
果
は
。

　
　
現
地
調
査
で
空
き
家
と

判
断
さ
れ
た
の
は
２
９
４
棟
、

特
定
空
き
家
候
補
と
思
わ
れ

る
も
の
は
、
30
棟
。
活
用
可

能
な
空
き
家
件
数
は
26
棟
で

あ
る
。

問答問答問答

　
　
特
定
空
き
家
措
置
な
ど

に
条
例
整
備
が
い
る
の
で
は
。

　
　
国
の
空
き
家
措
置
法
で

対
応
で
き
る
か
、
今
後
先
進

地
事
例
も
参
考
に
し
て
い
く
。

　
　
空
き
家
バ
ン
ク
の
検
討

は
。

　
　
全
国
版
も
ス
タ
ー
ト
し

て
近
隣
の
状
況
も
見
極
め
検

討
し
て
い
く
。

　
　

空
き
家
再
生
促
進
リ

フ
ォ
ー
ム
の
検
討
は
。

　
　
現
状
で
は
専
門
組
織
と

の
連
携
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
国
の
空
き
家
総
合
支
援

事
業
補
助
金
活
用
は
。

　
　
今
後
空
き
家
対
策
事
業

を
検
討
し
て
い
く
中
で
活
用

で
き
る
も
の
は
積
極
的
に
使

い
た
い
。

　
　
今
後
の
体
制
は
。

　
　
庁
舎
内
各
部
局
と
連
携

し
体
制
を
構
築
推
進
す
る
。

問答問答問答問答問答

民進党

矢嶋惠美　議員

学校以外の教育機会を確保し保障
するために研究を進める

答

不登校児童生徒の
　　　学習支援の確保は
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地
方
公
会
計
の
整
備
促
進
は

　
　
人
口
減
少
、
少
子
高
齢

化
が
進
展
し
て
い
る
中
、
限

ら
れ
た
財
源
を「
賢
く
使
う
」

の
観
点
か
ら
公
会
計
の
導
入

が
必
要
で
あ
る
が
、
い
つ
か

ら
か
。

　
　
本
年
度
10
月
よ
り
実
施

し
、
平
成
28
年
度
決
算
分
か

ら
統
一
基
準
に
よ
る
財
務
書

類
を
作
成
し
３
月
に
公
表
す

る
。

　
　
現
金
主
義
会
計
の
課
題

は
。

　
　
資
産
の
一
部
で
あ
る
現

金
が
増
減
す
る
取
引
の
み
を

記
録
す
る
方
法
で
、
資
産
・

負
債
等
全
体
を
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

　
　
地
方
公
会
計
の
導
入
の

意
義
と
機
能
は
。

　
　

財
政
状
況
を
総
合
的
・

長
期
的
に
把
握
し
、
住
民
に

開
示
す
る
こ
と
で
、
透
明
性

を
高
め
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力

を
向
上
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
。

　
　
財
務
書
類
４
表
を
ど
の

よ
う
に
活
用
す
る
の
か
。

　
　
老
朽
化
し
た
公
共
施
設

等
の
更
新
必
要
額
の
推
計
な

問答問答問答問答

ど
へ
の
活
用
が
可
能
と
な
る
。

行
政
評
価
は

　
　
非
財
務
数
値
等
を
体
系

化
し
、
行
政
経
営
の
手
法
に

展
開
し
よ
う
と
す
る
の
が

「
行
政
評
価
」
で
あ
り
非
常

に
重
要
で
あ
る
が
、
現
状
は
。

　
　
「
目
標
設
定
事
業
計
画

書
」
を
作
成
し
、
内
部
評
価

を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
行
政
評
価
の
意
義
は
。

　
　
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
」
の
サ
イ

ク
ル
を
確
立
す
る
必
要
が
あ

り
、
評
価
結
果
は
行
政
活
動

の
成
果
を
向
上
さ
せ
住
民

サ
ー
ビ
ス
に
繋
が
る
も
の
と

考
え
る
。

　
　
行
政
評
価
の
構
築
は
。

　
　
総
合
計
画
の
基
本
計
画

に
位
置
付
け
た
施
策
ご
と
の

単
位
で
、
住
民
に
わ
か
り
や

す
い
様
式
に
て
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

村
田
排
水
路
工
事
は

　
　
今
後
の
工
事
概
要
と
雨

量
の
設
定
は
。

　
　
最
下
流
部（
扶
桑
地
内
）

は
、
本
年
度
詳
細
設
計
工
事

問答問答問答問答

完
成
目
標
は
平
成
30
年
度
で

あ
る
。
雨
量
設
定
は
上
流
部

と
同
じ
く
５
年
に
一
度
の
降

雨
「
時
間
内
52
㎜
」
を
想
定

し
、
施
設
計
画
を
し
て
い
る
。

　
　
工
事
完
了
時
、
浸
水
被

害
は
解
消
で
き
る
の
か
。

　
　
併
用
設
置
す
る
貯
留
槽

「
７
８
０
ｔ
」
も
整
備
さ
れ
、

又
直
径
１
ｍ
の
管
よ
り
２
・

１
ｍ
×
１
・
５
ｍ
の
ボ
ッ
ク

ス
に
扶
桑
地
内
が
改
修
さ
れ

れ
ば
機
能
を
十
分
に
発
揮
し

解
消
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　
　
地
域
の
都
市
開
発
に
よ

り
道
路
で
水
を
受
け
る
構
造

に
変
化
し
て
い
る
が
ど
う
考

え
る
か
。

問答問

　
　
村
田
機
械
か
ら
の
雨
水

は
ボ
ッ
ク
ス
に
落
ち
る
構
造

と
な
っ
て
い
る
。

　
　
水
の
流
れ
は
予
想
外
の

こ
と
が
起
こ
る
。
観
察
の
強

化
を
要
望
す
る
。
工
事
完
了

時
ま
で
の
臨
時
対
策
は
。

　
　
完
了
時
ま
で
は
検
討
し

て
い
な
い
。
貯
留
槽
が
本
年

度
完
成
予
定
で
あ
り
浸
水
被

害
が
少
し
で
も
軽
減
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
完

成
後
浸
水
被
害
の
状
況
を
確

認
し
犬
山
市
と
も
協
議
の
上

臨
時
対
策
の
必
要
性
や
対
策

方
法
を
検
討
す
る
。

答問答

桑政クラブ

和田佳活　議員

平成30年度完成（扶桑地内）答

村田排水路工事の完了は

高雄橋爪線沿いの村田排水路工事
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空
き
家
の
件
数
及
び
構

成
は
。

　
　
空
き
家
は
２
９
４
棟
で

住
宅
が
２
７
７
棟
、
店
舗
併

用
住
宅
が
６
棟
、
店
舗
が
３

棟
、
事
務
所
が
１
棟
、
工
場

や
倉
庫
が
７
棟
で
あ
る
。

　
　
特
定
空
き
家
の
状
況
は
。

　
　
現
状
で
は
、
特
定
空
き

家
は
無
い
。

　
　
所
有
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
は
。

　
　
所
有
者
が
判
明
し
た
２

６
５
棟
に
つ
い
て
実
施
、
そ

の
内
１
５
０
棟
の
回
答
が
あ

り
、「
全
く
利
用
し
て
い
な

い
」
が
36
棟
あ
っ
た
。

　
住
ま
な
く
な
っ
た
理
由
と

し
て
は
、
死
亡
・
施
設
入

所
・
入
院
等
が
主
な
も
の
。

　
維
持
管
理
は
、
86
棟
が
何

ら
か
の
方
法
で
行
っ
て
い
る

と
回
答
が
あ
っ
た
。

　
　
ご
み
・
雑
草
及
び
樹
木

等
の
管
理
実
態
・
状
況
は
。

　
　
ご
み
の
散
乱
や
山
積
み

で
放
置
さ
れ
て
い
る
も
の
は

５
棟
、
雑
草
や
樹
木
等
の
繁

茂
し
て
い
る
も
の
は
５
棟
で

あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

問答問答問答問答

よ
れ
ば
、
所
有
者
の
６
割
弱

の
方
が
、
何
ら
か
の
方
法
で

維
持
管
理
に
努
め
て
い
る
現

状
で
あ
る
。

　
従
来
か
ら
、
苦
情
等
が
あ

れ
ば
所
有
者
を
調
べ
文
書
に

て
処
理
依
頼
し
て
い
る
。

　
　
行
政
代
執
行
法
と
の
係

わ
り
は
。

　
　
特
定
空
き
家
と
認
定
さ

れ
、
手
続
き
を
踏
ん
だ
の
ち

代
執
行
法
に
よ
り
対
処
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
　
空
き
家
等
対
策
協
議
会

の
設
置
は
。

　
　
空
き
家
等
対
策
協
議
会

は
、
空
き
家
等
対
策
計
画
策

定
に
当
た
っ
て
は
、
必
要
不

可
欠
な
組
織
で
あ
る
。
協
議

会
設
置
す
る
に
は
、
法
例
や

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
基
と
し
て

先
進
地
事
例
や
民
間
団
体
等

と
ど
の
よ
う
な
協
力
が
頂
け

る
か
慎
重
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
　
条
例
制
定
の
考
え
方
及

び
内
容
は
。

　
　
条
例
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
今
の
と
こ
ろ
空
き
家
の

処
理
に
つ
い
て
は
法
律
の
中

問答問答問答

で
対
応
で
き
て
お
り
、
今
後
、

先
進
地
の
事
例
や
動
向
を
参

考
に
し
な
が
ら
研
究
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

桑政クラブ

千田勝文　議員

法務・不動産の専門家、地域住民の
協力を得て進めたい

答

空き家等の状況調査の取り組みは
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町
内
の
防
犯
カ
メ
ラ
の

現
状
と
今
後
の
設
置
は
。

　
　
現
在
防
犯
カ
メ
ラ
は
名

古
屋
鉄
道
３
駅
に
各
２
ケ
所
、

高
木
吉
山
交
差
点
と
青
木
川

中
島
調
整
池
に
各
１
ケ
所
、

木
曾
川
緑
地
を
始
め
４
公
園

に
６
ケ
所
、
柏
森
発
展
会
が

町
道
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
６
ケ

所
、
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
「
扶
桑
町
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
費
補
助
金
交
付
要
綱
」
の

活
用
と
Ｐ
Ｒ
を
し
て
地
域
の

防
犯
力
を
高
め
広
め
る
た
め

に
設
置
を
促
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
犯
罪
抑
止
の
た
め
設
置

問答

が
必
要
な
場
所
が
生
じ
た
場

合
に
は
新
規
設
置
の
検
討
を

し
て
い
く
。

扶
桑
文
化
会
館
の
音
響
反
射

板
は

　
　
文
化
会
館
に
お
け
る
昨

年
度
音
楽
事
業
の
現
状
と
、

今
後
の
音
響
反
射
板
の
必
要

性
は
。

　
　
文
化
会
館
に
お
け
る
全

64
事
業
の
う
ち
音
楽
関
係
は

27
事
業
で
あ
り
、
舞
台
に
パ

ネ
ル
板
を
設
置
し
た
り
マ
イ

ク
等
を
活
用
し
て
利
用
者
の

問答

公
演
内
容
が
最
大
に
発
揮
出

来
る
よ
う
努
力
を
し
て
い
る
。

マ
イ
ク
を
使
用
し
な
い
生
の

演
奏
を
客
席
か
ら
聴
い
た
こ

と
が
な
い
た
め
、
今
後
は
、

そ
の
よ
う
な
公
演
会
の
現
場

に
出
向
き
研
究
し
て
い
き
た

い
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

現
状
と
今
後
は

　
　
地
域
に
と
っ
て
欠
か
せ

な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
は
、

地
区
自
治
会
同
様
慣
れ
親
し

ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
昨
今

で
は
活
動
や
存
続
面
で
各
種

の
問
題
が
出
て
来
て
い
る
。

　
郷
土
愛
と
協
働
愛
で
築
く

自
治
の
町
を
基
本
理
念
と
す

る
扶
桑
町
の
、
協
働
に
携
わ

る
住
民
の
現
状
と
今
後
を
ど

の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
。

　
　
本
町
の
平
成
29
年
８
月

末
の
住
民
基
本
台
帳
の
人
口

問答

地域の防犯力を高めるため
設置費補助金をＰＲし、設置を促す

答

防犯カメラの今後の設置は

桑政クラブ

兼松伸行　議員

地域の防犯に活躍する防犯カメラ
（柏森発展会による設置）

第33回町民音楽祭の様子
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地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

現
状
と
今
後
は

　
　
地
域
に
と
っ
て
欠
か
せ

な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
は
、

地
区
自
治
会
同
様
慣
れ
親
し

ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
昨
今

で
は
活
動
や
存
続
面
で
各
種

の
問
題
が
出
て
来
て
い
る
。

　
郷
土
愛
と
協
働
愛
で
築
く

自
治
の
町
を
基
本
理
念
と
す

る
扶
桑
町
の
、
協
働
に
携
わ

る
住
民
の
現
状
と
今
後
を
ど

の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
。

　
　
本
町
の
平
成
29
年
８
月

末
の
住
民
基
本
台
帳
の
人
口

問答

は
、
３
万
４
６
４
８
人
で
、

10
年
後
に
は
３
万
４
５
０
０

人
と
な
り
、
平
成
27
年
の
国

勢
調
査
で
の
就
業
者
数
に
お

い
て
は
１
万
６
３
９
０
人
で
、

今
後
10
年
間
は
横
ば
い
に
推

移
し
、
20
年
後
に
は
５
０
０

人
程
減
少
す
る
も
の
と
予
測

し
て
い
る
。

　
　
少
子
高
齢
化
や
、
連
帯

感
の
希
薄
化
傾
向
に
あ
る
地

域
環
境
の
中
、
活
発
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
継
続
し
、

促
進
し
て
い
く
上
で
の
課
題

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

問

　
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は

一
定
の
地
域
を
基
盤
と
し
た

住
民
組
織
、
人
と
人
と
の
繋

が
り
で
あ
り
、
そ
こ
に
暮
ら

す
地
域
住
民
が
構
成
員
と
な

り
、
地
域
づ
く
り
活
動
や
課

題
の
解
決
な
ど
、
自
主
的
主

体
的
に
展
開
す
る
地
縁
型
組

織
で
あ
る
が
、
人
材
面
や
資

金
面
で
の
資
源
不
足
が
挙
げ

ら
れ
、
防
災
や
高
齢
者
福
祉

の
分
野
に
お
け
る
き
め
細
や

か
な
情
報
把
握
が
難
し
く

な
っ
て
来
て
い
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

　
　
本
町
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
組
織
は
24
地
区

で
あ
る
が
、
一
部
の
少
世
帯

自
治
区
で
は
協
議
会
と
し
て

の
活
動
が
な
い
地
域
も
あ
る
。

　
将
来
的
に
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
指
導
者
の
育
成
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
、

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
マ

イ
ナ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
強
化
補

完
し
、
住
民
協
働
を
一
段
と

推
進
さ
せ
る
た
め
に
、
複
数

の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
学

区
単
位
程
に
統
合
さ
せ
る
こ

と
も
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

答問

　
　
住
み
良
い
地
域
づ
く
り

に
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

役
割
が
非
常
に
大
き
い
と
認

識
し
、
人
材
の
育
成
は
最
も

重
要
な
課
題
と
考
え
る
。

　
将
来
的
に
は
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
の
在
り
方
も
踏

ま
え
、
再
編
も
課
題
と
な
っ

て
来
る
と
思
う
が
、
議
論
に

は
至
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
地

域
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。

地
域
宅
老
事
業
の
育
成
と
、

追
加
補
助
は

　
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

諸
問
題
へ
の
対
応
策
は
、
健

康
で
元
気
な
高
齢
者
を
活
用

し
た
地
域
づ
く
り
に
あ
る
。

　
地
域
宅
老
事
業
に
対
す
る

補
助
と
育
成
へ
の
考
え
は
。

　
　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
る
た
め
に
必
要
な
住
民
の

支
え
合
い
で
あ
る
「
互
助
」

活
動
の
強
化
に
つ
な
が
り
、

大
変
意
義
の
あ
る
も
の
で
あ

り
、
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
今
後
も
研
究
し
て
い
き

た
い
。

答問答

桑政クラブ

千田利明　議員

人材の育成が最も重要な課題と
考える

答

地域コミュニティ活動への
促進課題は

北定松シルバーサロン
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一般質問

　
　
扶
桑
町
に
も
や
っ
と
児

童
館
が
で
き
る
。
住
民
の
皆

さ
ん
が
待
ち
わ
び
て
い
た
。

児
童
館
は
ど
の
よ
う
な
施
設

か
。

　
　
18
歳
未
満
の
す
べ
て
の

子
ど
も
を
対
象
と
し
、
遊
び

及
び
生
活
の
援
助
と
地
域
に

お
け
る
子
育
て
支
援
を
行
い
、

子
ど
も
を
心
身
と
も
に
健
や

か
に
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

　
　
他
自
治
体
・
先
進
地
の

事
例
を
確
認
し
て
、
後
発
ゆ

え
に
扶
桑
町
に
は
い
い
も
の

が
で
き
た
と
評
価
さ
れ
る
よ

問答問

う
な
児
童
館
で
あ
る
べ
き
だ
。

他
市
町
の
施
設
の
状
況
は
。

　
　
犬
山
市
の
楽
田
児
童
セ

ン
タ
ー
、
小
牧
市
の
味
岡
児

童
館
、
各
務
原
市
の
子
ど
も

館
と
併
設
さ
れ
て
い
る
東
保

健
セ
ン
タ
ー
を
視
察
。
児
童

館
と
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

併
設
、
就
学
前
・
後
の
児
童

の
ス
ペ
ー
ス
の
区
分
、
高
校

生
も
利
用
で
き
る
よ
う
な
学

習
室
、
音
楽
ス
タ
ジ
オ
、
保

健
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
育
児

相
談
な
ど
、
各
施
設
と
も

様
々
な
特
徴
を
有
し
て
い
る
。

答

巡
回
バ
ス
は

　
　
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
の

巡
回
バ
ス
の
位
置
づ
け
は
。

　
　
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、

自
動
車
の
運
転
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
。
高
齢
者
の
日
常
生
活

に
お
け
る
交
通
手
段
の
確
保

は
、
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
も
重
要
性
が

高
い
と
認
識
し
て
い
る
。
巡

回
バ
ス
に
つ
い
て
は
住
民
全

体
の
交
通
手
段
を
確
保
す
る

た
め
の
地
域
公
共
交
通
と
し

て
検
討
し
て
い
く
も
の
と
整

理
し
て
い
る
。
現
在
は
ま
だ

方
向
性
が
決
ま
っ
て
い
な
い
。

道
徳
の
教
科
化
は

　
　
小
学
校
で
の
道
徳
の
教

科
化
に
つ
い
て
、
国
・
文
科

省
の
教
材
の
使
用
で
子
ど
も

た
ち
の
健
全
な
成
長
が
保
障

さ
れ
る
か
。

　
　
道
徳
は
昭
和
30
年
か
ら

始
ま
っ
て
い
る
。
小
学
校
で

も
授
業
は
行
っ
て
い
る
が
、

通
知
表
の
中
に
道
徳
の
科
目

は
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら

問答問答

は
評
価
の
対
象
に
な
る
。
教

科
書
が
文
科
省
か
ら
配
布
さ

れ
、
授
業
を
進
め
る
。
評
価

は
文
章
で
行
う
。
本
質
的
な

と
こ
ろ
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

岐
阜
基
地
の
航
空
機
騒
音
は

　
　
岐
阜
基
地
の
航
空
機
騒

音
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

１
日
当
た
り
の
飛
行
数
は
。

　
　
１
日
の
飛
行
数
は
、
平

成
28
年
度
は
53
回
と
い
う
回

答
を
岐
阜
基
地
か
ら
頂
い
て

い
る
。

　
　
岐
阜
基
地
の
夜
間
飛
行

訓
練
の
お
知
ら
せ
で
は
、
午

後
５
時
30
分
頃
か
ら
午
後
８

時
頃
を
予
定
し
て
い
る
、
と

な
っ
て
い
る
が
、
ど
う
か
。

　
　

岐
阜
基
地
に
確
認
し
、

ま
た
今
回
一
部
の
地
域
に
回

覧
を
し
て
い
る
が
、
夏
期
は

午
後
９
時
ま
で
、
そ
の
他
の

期
間
は
午
後
８
時
ま
で
と
お

知
ら
せ
し
て
い
る
。

問答問答

国
保
税
の
課
税
方
式
は

　
　
来
年
４
月
か
ら
国
民
健

康
保
険
が
広
域
化
さ
れ
る
。

　
愛
知
県
が
示
し
て
い
る
国

保
税
標
準
税
率
の
課
税
方
式

は
、
資
産
割
を
な
く
し
て
３

方
式
（
所
得
割
・
均
等
割
・

平
等
割
）
で
あ
る
。
問
題
点

も
出
て
く
る
が
、
課
税
方
式

は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
国
保
運
営
協
議
会
で
は

３
方
式
で
試
算
す
る
と
報
告

し
て
い
る
が
、
課
税
方
式
を

変
え
る
こ
と
の
影
響
も
考
慮

し
、
慎
重
に
結
論
を
出
し
て

い
き
た
い
。

国
と
一
緒
に
な
っ
て
住
民
を

苦
し
め
る
姿
勢

　
　
高
い
国
保
税
の
引
き
上

げ
を
抑
制
し
た
り
、
引
き
下

げ
る
た
め
に
も
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
を
堅
持
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

　
　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

は
減
額
の
方
向
で
慎
重
に
検

討
す
る
。

　
　

国
と
一
緒
に
な
っ
て
、

住
民
を
苦
し
め
る
よ
う
な
姿

勢
だ
。
町
独
自
の
減
免
制
度

問答問答問

日本共産党

髙木義道　議員

子どもを健やかに育成する場である答

児童館はどのような施設か
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一般質問

国
保
税
の
課
税
方
式
は

　
　
来
年
４
月
か
ら
国
民
健

康
保
険
が
広
域
化
さ
れ
る
。

　
愛
知
県
が
示
し
て
い
る
国

保
税
標
準
税
率
の
課
税
方
式

は
、
資
産
割
を
な
く
し
て
３

方
式
（
所
得
割
・
均
等
割
・

平
等
割
）
で
あ
る
。
問
題
点

も
出
て
く
る
が
、
課
税
方
式

は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
国
保
運
営
協
議
会
で
は

３
方
式
で
試
算
す
る
と
報
告

し
て
い
る
が
、
課
税
方
式
を

変
え
る
こ
と
の
影
響
も
考
慮

し
、
慎
重
に
結
論
を
出
し
て

い
き
た
い
。

国
と
一
緒
に
な
っ
て
住
民
を

苦
し
め
る
姿
勢

　
　
高
い
国
保
税
の
引
き
上

げ
を
抑
制
し
た
り
、
引
き
下

げ
る
た
め
に
も
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
を
堅
持
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

　
　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

は
減
額
の
方
向
で
慎
重
に
検

討
す
る
。

　
　

国
と
一
緒
に
な
っ
て
、

住
民
を
苦
し
め
る
よ
う
な
姿

勢
だ
。
町
独
自
の
減
免
制
度

問答問答問

は
、
維
持
す
べ
き
だ
が
。

　
　
今
後
、
国
保
税
率
は
県

内
で
平
準
化
さ
れ
る
と
予
測

し
て
い
る
。
適
正
な
減
免
制

度
を
検
討
す
る
。

水
害
対
策
・
青
木
川
改
修
、

貯
留
施
設
設
置
を

　
　
７
月
、
８
月
に
短
時
間

に
記
録
的
な
豪
雨
が
あ
り
、

床
上
、
床
下
浸
水
な
ど
の
被

害
が
出
た
。
水
害
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
、
青
木
川
改
修

と
低
地
対
策
と
し
て
、
雨
水

貯
留
施
設
の
設
置
が
必
要
と

考
え
る
が
。

　
　
青
木
川
の
改
修
は
県
に
、

引
き
続
き
要
望
し
て
行
く
。

低
地
の
浸
水
対
策
と
し
て
、

浸
水
状
況
を
確
認
し
、
道
路

と
か
公
共
施
設
の
地
下
に
貯

留
施
設
な
ど
研
究
し
て
い
く
。

子
育
て
支
援
・
父
母
負
担
の

軽
減
を

　
　
多
く
の
市
町
村
で
学
校

給
食
費
の
無
償
化
、
保
育
料

の
無
料
化
な
ど
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
学
校
給
食
の
無
償

化
あ
る
い
は
、
補
助
の
考
え

答問答問

は
な
い
の
か
。
保
育
料
の
引

き
下
げ
、
軽
減
措
置
の
考
え

は
。

　
　
学
校
給
食
費
は
、
学
校

給
食
法
に
基
づ
き
保
護
者
負

担
に
し
て
い
る
。
今
後
も
県

内
の
状
況
を
調
査
し
、
研
究

し
て
い
く
。
保
育
料
は
、
現

行
の
制
度
で
負
担
を
軽
減
し

て
い
る
。

　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

利
用
料
の
減
免
制
度
を
つ
く

る
べ
き
だ
が
。

　
　
利
用
料
の
軽
減
は
、
慎

重
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

答問答

小
規
模
企
業
振
興
条
例
の
制

定
を

　
　
小
規
模
企
業
振
興
条
例

は
、
近
隣
の
状
況
を
把
握
し

な
が
ら
、
検
討
す
る
と
言
っ

て
き
た
が
、
ど
の
よ
う
な
検

討
を
さ
れ
た
の
か
。
条
例
制

定
の
意
思
は
あ
る
の
か
。

　
　
具
体
的
な
検
討
は
し
て

い
な
い
が
、
県
内
の
制
定
状

況
、
近
隣
の
動
き
な
ど
今
後

も
情
報
収
集
に
務
め
る
。

　
振
興
条
例
を
否
定
す
る
も

の
で
は
な
い
が
、
条
例
制
定

は
県
内
の
状
況
、
近
隣
の
状

況
も
勘
案
し
て
、
慎
重
に
判

断
し
て
い
き
た
い
。

問答

日本共産党

小林　明　議員

繰入は減額の方向で検討答

国保会計への一般会計からの
繰入の堅持を

１日約3,300食の学校給食を実施する
学校給食共同調理場　　　　　　　
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◦ 定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める意見書
〈提出先〉　内閣総理大臣　財務大臣　総務大臣　文部科学大臣　内閣官房長官

◦ 国の私学助成の増額と拡充に関する意見書
〈提出先〉　内閣総理大臣　財務大臣　総務大臣　文部科学大臣

◦ 愛知県の私学助成の増額と拡充に関する意見書
〈提出先〉　愛知県知事

◦ 道路整備予算の確保及び道路整備に係る補助率等の嵩上げ措置の継続を求める意見書
〈提出先〉　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　財務大臣　国土交通大臣

◦ 小中学校におけるプログラミング必修化に対して支援を求める意見書
〈提出先〉　内閣総理大臣　文部科学大臣　経済産業大臣

◦ 北朝鮮の核実験を厳しく糾弾・抗議し、問題解決のために世界と日本の安全確保を求める意見書
〈提出先〉　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　外務大臣　防衛大臣

★ 意見書の全文は、扶桑町ホームページ（扶桑町議会）に掲載しています。★

12月定例会の日程（予定）
12月１日㈮ 開会・提案説明
12月７日㈭ 一般質問
12月８日㈮ 一般質問
12月11日㈪ 議案質疑
12月12日㈫ 福祉文教常任委員会
12月13日㈬ 総務建設常任委員会

12月20日㈬ 委員長報告・討論・
採決・閉会

「会議録検索システム」
インターネット配信

扶桑町役場ホームページで議会
会議録をインターネット配信して
いますので、ご利用ください。

◦９月定例会分は、
　12月１日に更新を予定しています。
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会議録検索システム

あなたも議会を
傍聴してみませんか
12月定例会は　

詳しくは議会事務局まで
TEL 93-1111　内線322

お　知　ら　せ

　７月19日に愛媛県西条市の「小中学校ＩＣＴ教育推進事業について」、20日に愛媛県新居浜市
の「障がいや発達課題のある子どもへの一貫した支援体制について」の調査研究を行いました。

福祉文教常任委員会
大
委員長
河原光雄・和

副委員長
田佳活・近

委員
藤泰樹・髙木義道・矢嶋惠美・近藤五四生・佐藤智恵子・兼松伸行

視察報告

　電子黒板に映し出される鮮明な画像や映像、子ども達の意見を電
子黒板で表示し、活発な意見交換の実施など、子ども達の興味や好
奇心をかき立てる授業、学校間・教育委員会の情報共有やテレワー
クの利用も可能な校務支援システムの活用による教師の多忙化の解
消、ＩＣＴを活用することで、子どもの学力の向上と教師が子ども
達と向き合う時間の創出をしている。文部科学省も第２期教育振興
計画において、教育の情報化を強く推進しており、必須化されるプ
ログラミングへの対応など教育へのＩＣＴ活用の必要性を感じた。

　発達課題のある児童による学級崩壊がきっかけとなり、市長の
トップダウンで、障がいや発達課題のある子への一貫した支援体制
づくりが始まった。早期発見のためのＭ－ＣＨＡＴの導入、個別支
援計画の作成、同一施設での支援を可能とする子ども発達支援セン
ターの設置など、保育園から学校、就職まで子どものライフステー
ジに応じた支援体制を整えている。子どもの成長課程において、学
校と関わる期間が一番長いことから、教育委員会に発達支援課を設
置し、支援体制の拠点とする工夫には見習うべき点が多い。

学力向上、教師の負担軽減を図るＩＣＴ活用（愛媛県西条市役所）

ライフステージに応じた支援体制（愛媛県新居浜市役所）

９月議会で可決した意見書


